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１
月
23
日
（
金
）
み
さ
と
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金

「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
覚
書
調
印
式
が
行
わ
れ
、
協
力

企
業
９
社
と
覚
書
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
協
力

企
業
（
店
）
で
ご
購
入
い
た
だ
い

た
商
品
の
売
上
げ
の
一
部
を
募
金

し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
で
、
協
力

店
、
商
品
購
入
者
、
共
同
募
金
会

の
３
者
全
て
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

取
り
組
み
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
や
協
力

企
業
、
対
象
商
品
等
の
紹
介
は
４

面
～
５
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

も

く

じ

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。

（後列左から）　小西（名） 代表社員  小西正一郎、田口塗装工業（株） 代表取締役   田口真澄、
　　　　　　　（資）コンセプション（名水お台所源八亭） 代表社員   煙山幸雄、（有）ミサトフーズ  六郷店店長  武藤修一、
　　　　　　　　ハピネス  代表者   村田広和、（株）鈴木材木店・羽後トーヨー住器（株） 代表取締役   鈴木豊文、
（前列左から）　美郷町共募  副会長   藤嶋政春、美郷温泉振興（株）常務取締役   高橋穣、秋田県共募  会長   菅義雄、
　　　　　　　（有）高橋造園土木   代表取締役   藤岡力、美郷町共募  会長   鈴木諄一　（※敬称略）

美郷町内の企業等が
寄付つき商品・企画を

販　売

■ 一斉除排雪活動事業 …………………………… ２
■ 歳末たすけあい募金お礼と報告 ……………… ３
■ 赤い羽根共同募金「募金百貨店」覚書調印式 … ４
■ 募金百貨店参加企業及び商品企画一覧 ……… ５
■ 美郷老連クラブだより／
　 千畑在宅介護支援センターからのお知らせ … ６
■ 六郷高校福祉科　通信 ………………………… ７
■ 善意　等 ………………………………………… ８

赤い羽根共同募金「募金百貨店プロジェクト」
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計 

771
人
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

　
　
　
　
　 

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
延
べ
人
数

◆ 美 郷 中 学 校
◆ 六 郷 高 校
◇ 美 郷 老 連
◇ 消 防 団
◇ 民 生 児 童 委 員
◇ 建 設 業 協 会
◇ 板 金 組 合
◇ 技 能 組 合
◇ Ｊ Ａ 職 員
◇ 施 設 職 員
◇ 役 場 職 員
◇ 地 元 企 業
◇ 一 般 ボ ラ ン テ ィ ア
◇ 秋 田 県 社 協 職 員
◇ 美 郷 社 協 職 員

一
斉
除
排
雪
活
動
事
業

　
　
　
　
　
〜
111
世
帯
を
除
雪
〜

　

こ
の
事
業
は
毎
年
１
月
～
２

月
に
か
け
て
単
身
老
人
世
帯
や

高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
な

ど
、
自
力
で
の
除
雪
作
業
が
困

難
な
世
帯
を
対
象
と
し
て
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
回
目
は
１
月
22
日
（
木
）

に
63
世
帯
の
除
雪
を
行
い
、
美

郷
中
学
校
や
六
郷
高
校
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
福
祉
関
係
者
な
ど
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
２
月
５
日(

木)

に

48
世
帯
の
除
雪
を
同
様
に
行

い
、
こ
の
日
も
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
高
齢
者
宅
か
ら
は
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

近
年
は
大
雪
に
な
る
こ
と
が

多
く
、
特
に
一
人
で
暮
ら
す
高

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
々
な

ど
、
自
分
で
除
雪
作
業
が
で

き
な
い
方
は
積
も
っ
た
雪
を
見

て
不
安
を
抱
え
な
が
ら
過
ご
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
特
に
玄
関
や
窓
が
雪
で
ふ

さ
が
れ
て
い
る
と
、
地
震
や
火

災
な
ど
の
緊
急
時
に
外
に
出
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
救

急
車
で
の
搬
送
が
困
難
に
な
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
斉
除
排
雪
活
動
事
業

は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
除
雪
の
支
援
を

す
る
も
の

で
す
が
、

あ
く
ま
で

一
時
的
な

も
の
で
あ

り
、
『
誰

も
が
安
心

し
て
暮
ら

し
て
い
け

る
地
域
づ
く
り
』
に
は
普
段
の

地
域
で
の
見
守
り
と
支
え
合
い

が
何
よ
り
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

屋根からの雪がつかえている
家もありました



※このほか、匿名でのご寄付もいただいています。
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◎歳末募金額　　７３２，７５２円
＜内訳＞
団体募金	 ７０，０００円　

職域募金	 ６８，５１９円　

個人募金	 １６，３９６円　

歳末バザー売上	 ４８９，３４３円　

募金箱	 ８８，４９４円　

◎配分内訳
生活困窮世帯へ配分	 ６７５，０００円　

配分に係わる経費	 ３，２６０円　

秋田県共同募金会へ送金	
５４，４９２円

　

・（有）ミサトフーズ
・亀太郎
・道の駅雁の里せんなん
・イオンスーパーセンター美郷店
・千畑温泉サン・アール
・六郷温泉あったか山
・湯とぴあ雁の里温泉
・まめだ屋
・みさと福祉センター

　【募金をいただいた
　　　　個人・団体・職域】

【募金箱の設置にご協力を
いただいた商店・施設等】

※敬称略※敬称略

出張理容補助券の早めの交換をお願いします

たくさんのご協力ありがとうございました

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

〜
お
礼
と
報
告
〜

  

昨
年
12
月
の
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
で
は
バ
ザ
ー
の
供
出
品
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
募
金
の
実

績
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
善
意
は
町
内
の
生

活
困
窮
世
帯
45
世
帯
へ
、
あ
た

た
か
い
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ

く
た
め
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
費
を
除
い
た
残
金

は
赤
い
羽
根
募
金
と
合
わ
せ
て

秋
田
県
共
同
募
金
会
へ
送
金
し
、

来
年
度
に
美
郷
町
社
協
へ
配
分

さ
れ
る
額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

美
郷
町
社
協
で
は
７
月
の
社

協
会
費
を
は
じ
め
、
10
月
の
赤

い
羽
根
募
金
や
12
月
の
歳
末
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
供
出
品
な

ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん
や
企
業
、

団
体
、
職
場
、
学
校
な
ど
か
ら
毎

年
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
社
協
の
事

業
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　「平成 26 年度出張理容補助券」の交換期日が平成 27 年３月
31 日（火）までとなっていますが、年度末のため、まだ手元にある
方は３月 20 日（金）までに早めの利用を。また、補助券を交換さ
れていない理容店の方は早めの交換をお願いします。

　　　　　　※交換場所：美郷町社会福祉協議会　
　　　　　　電話番号　０１８７（８５）２２９４

・高橋ナミ子
・大曲ロータリークラブ
・亀谷医院
・扇龍会
・六郷高校竹泉会
・美郷町社会福祉協議会
　　　　　　職員互助会
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　美郷町共同募金委員会では、企業等から本業にメリットのある “寄付つき商品・企画” を募集する赤い羽
根共同募金「募金百貨店プロジェクト」を進めています。毎年、10月は赤い羽根共同募金強調月間として、
地域住民、企業、学校、職場その他多くの方々から募金活動にご協力いただいております。今年度から始ま
った募金百貨店プロジェクトという新しい取り組みは、協力店でご購入いただいた商品の売り上げの一部を
募金していただく仕組みです。
　１月23日（金）には、みさと福祉センターにおいて募金百貨店プロジェクトの覚書調印式を行いました。　
今回の調印式には、秋田県共同募金会 菅　義雄会長が出席され、協力企業９社と覚書調印を取り交わしま
した。（参加企業紹介は５面に掲載）

 「募金百貨店プロジェクト」とは？
　企業等との連携協力により様々な寄付つき商品・企画を創り上げ、赤い羽根共同募金が募金の百貨
店になろうというプロジェクトです。企業等にとっては、共同募金との連携により販売促進や地域貢
献に繋がり、購入者は普段の暮らしの中で負担なく地域貢献に参画することができ、共同募金会は地
域福祉を推進するための財源を確保することができる、という３者全てにメリットのある取り組みで
す。この取り組みは山口県から始まり現在全国的な活動が広まってきており、秋田県では横手市、大
仙市に続いて当共同募金委員会が３か所目の取り組みになります。

【お問い合わせ】 美郷町共同募金委員会 ☎８５－２２９４

赤い羽根共同募金 　 「募金百貨店プロジェクト」取組み
　スタート

１.対象
　　企業、福祉関係団体、その他地域福祉への貢献を目的に、
　　新たな形で共同募金活動を検討している組織・団体

２.商品等の内容
　　売上の一部が赤い羽根共同募金への支援となる、あるいは
　　顧客が赤い羽根共同募金への支援に参加できる、寄付つき
　　商品や寄付の仕組みであること
　　　　　　～企業メリットの例～
　　　　広報力アップ、ブランド・知名度の向上、販路拡大等

共同募金への寄付には、税制上の優遇措置があります。

　寄付つき商品・企画は、企業が売り上げに応じて寄付するし
くみです。企業としてご寄付いただくため、下記の優遇措置が
適応されます。
●企業・法人からの寄付は、法人税法により「全額損金」とすることができます。
●共同募金会は、税制上、国や地方公共団体と同じように、寄付に対する「非課
税措置の対象団体」となっています。
※税務署に申告する際には共同募金会が発行する領収書の添付が必要です。

　調印式では、赤い
羽根共同募金助成先
の活動紹介として、
町 内 の 学 校 ２ 校 か
ら、福祉教育（福祉活動）への取
組みを発表していただきました。

美郷中学校２年　伊藤大成君

六郷高等学校　越後谷育子教諭

赤い羽根共同募金「募金百貨店プロジェクト」に
参加しませんか？

募金百貨店プロジェクト
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赤い羽根共同募金「募金百貨店プロジェクト」参加企業及び商品企画一覧
企業名 商品・企画の名称 実施機関 商品・企画の写真商品・企画の内容

美郷温泉振興株式会社
（サンアール）

美郷町特産 ラベンダーアイス
（カップ） Ｈ26年

12月１日～「千畑温泉サンアール」で販売しているラベンダーアイス
売上金の 1％を寄付

小西合名会社 六郷小学校体育着【体育着を通
して美郷を応援しよう】 Ｈ27年

３月１日～
５月31日六郷小学校体育着（トレシャツ、トレパン）１枚販売に

つき100円を寄付

田口塗装工業株式会社 リフォーム工事【塗装の現場か
ら美郷の元気を応援!!】 Ｈ27年

１月1日～当社元請のリフォーム工事（屋根・外壁塗装工事）にお
いて、受注工事１件につき2,000円を寄付

有限会社 高橋造園土木
(有)高橋造園土木

社会貢献プロジェクト Ｈ27年
１月1日～雪下ろし作業（１月～３月）、剪定作業（５月～８月）、

冬囲い作業（10 月～ 12 月）の売上代金の 0.5％を寄付

株式会社 鈴木材木店 住宅内部手すり商品【転ばぬ先
の杖、手すりをつけよう!!】 Ｈ27年

３月1日～バリアフリー住宅に必ず必要とされる手すり部材商品売
上の１%を寄付

羽後トーヨー住器
株式会社

防音断熱内窓「インプラス」
【お部屋をもっと快適に !!】 Ｈ27年

２月1日～夏の暑さと冬の寒さを緩和させ、ヒートショックを抑え
る防音断熱内窓「インプラス」売上の１%を寄付

合資会社コンセプション
（名水お台所源八亭）

日本一のデカ海老天丼にうわぁ!! 思わ
ず歓声が出ます。みんな倖せに成ろう！ Ｈ27年

２月1日～デカ海老天丼（30㎝以上の大海老とかき揚げつき天丼）
1オーダー毎に10円を寄付

ハピネス 地域をハピネスにする
"オリジナル時計"プロジェクト Ｈ27年

２月1日～
弊社オリジナル時計売り上げ１個につき1％を寄付

有限会社 ミサトフーズ お買いもの（地元の商品）をして
美郷の福祉に協力しよう !! Ｈ27年

２月１日～
3月31日当店地産コーナーの商品売上の2％を寄付

 美郷町共同募金委員会 赤い羽根共同募金 　 「募金百貨店プロジェクト」

〜皆様の購入が地域福祉推進の取り組みにつながります〜
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私
の
所
属
す
る
「
上
畑
屋
老
人

ク
ラ
ブ
」の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
会
員
数
は
五
十
人

前
後
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
年

会
費
は
五
百
円
。
活
動
内
容
は
、

他
と
比
較
し
て
特
段
多
い
わ
け
で

も
特
色
が
あ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
主
な
活
動
内
容
は
次
の

４
つ
で
す
。

　

①
花
壇
作
り
（
植
え
付
け
、
水

や
り
等
）
今
年
度
、
自
治
会
の
支

援
を
得
て
花
壇
の
枠
作
り
や
土
入

れ
を
し
、
立
派
な
花
壇
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

②
神
社
境
内
清
掃
（
祭
典
に
合

わ
せ
て
）
こ
の
奉
仕
活
動
は
、
子

ど
も
会
、
親
の
会
と
合
同
で
行
っ

て
い
ま
す
。
三
世
代
が
集
ま
る
貴

重
な
機
会
で
も
あ
り
、
よ
り
意
義

の
あ
る
活
動
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

　

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
温
泉

を
楽
し
む
会
。

　

④
研
修
旅
行
と
忘
年
会
（
主
に

県
南
の
温
泉
を
巡
り
歩
き
）
会
員

の
交
流
を
深
め
る
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
は

「
会
員
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
」
こ
と
と
「
無
理
を
し
な

い
」
こ
と
な
ど
で
す
。

　

十
二
月
の
忘
年
会
で
「
事
故
等

な
く
冬
を
乗
り
越
え
て
春
の
総
会

で
再
会
」
す
る
こ
と
を
お
願
い
し

て
今
年
度
の
活
動
を
終
わ
り
ま

す
。

　

こ
の
冬
も
厳
し
い
寒
さ
が
続

き
、
雪
の
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接

す
る
度
に
、
一
人
暮
ら
し
の
方
々

の
こ
と
を
思
い
ま
す
。
高
齢
者
の

方
々
が
支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
、
自
治
会
等

と
連
携
・
協
力
で
き
る
こ
と
を
模

索
し
、
春
か
ら
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

美
郷
老
連
だ
よ
り
㉒

  
支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
を

美
郷
町
老
連
千
畑
支
部
　
　
　
　
　
　

副
支
部
長
　
高
　
橋
　
英
　
男

◎電気毛布が体に悪いと言われる理由
　・体温調節がうまくできなくなります。
　・無駄に汗をかき疲れが取れず、ひどいと脱水症状になることもあります。
　・疲れが取れず免疫力が下がり温かくしても風邪をひいてしまうこともあり
　　ます。

◎電気毛布の正しい使い方
　・寝る１時間～30分前に電気毛布のスイ
　　ッチを入れましょう。
　・寝る前にスイッチを切りましょう。
　・どうしても寒くてという人は、湯たんぽ
　　も併用してみてはいかがでしょうか。

　冷え性の方に限らず、冬に電気毛布を使っている方が多いと思いますが、
体の仕組みに合わない使い方をしてしまうと健康を損なう恐れがあります。
　そこで、電気毛布の正しい使い方をご紹介します。

便利で温かい電気毛布や湯たんぽを正しく使
い、寒い冬を乗り越えましょう。

テーマ　　電気毛布の正しい使い方について

在宅介護支援センターからの「お知らせ」
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福
祉
科
の
様
子

◇
一
年
生
は
後
期
か
ら
専
門
科
目
を
学
び

始
め
て
い
ま
す
。
冬
休
み
の
課
題
と
し
て

「
お
む
つ
実
体
験
」
を
し
ま
し
た
。
違
和

感
や
羞
恥
心
の
た
め
、
す
ぐ
に
外
し
て
し

ま
っ
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
二
年
生

か
ら
始
ま
る
施
設
実
習
に
向
け
て
「
利
用

者
の
立
場
に
な
っ
て
み
る
」
と
い
う
目
標

を
持
っ
て
長
時
間
着
用
し
て
取
り
組
ん
だ

人
も
い
ま
し
た
。

◇
国
家
試
験
に
臨
む
三
年
生
の
激
励
会

が
あ
り
ま
し
た
。
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

で
参
加
し
て
先
輩
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。
髙
橋
凌り
ょ
う
ま磨
さ
ん
の
「
こ
ん
な
に
勉
強

し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
頑
張
っ
た
」
と
い
う

言
葉
に
後
輩
の
私
た
ち
が

緊
張
を
覚
え
ま
し
た
。
同

じ
目
標
に
向
か
っ
て
取
り

組
む
先
輩
達
の
姿
は
頼
も

し
く
見
え
、
私
達
も
同
じ

気
持
ち
を
持
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

◇
二
年
生
福
祉
科
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
」
の
授
業
の
一
環
と

し
て
「
手
話
」
を
外
部
講

師
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

日
常
会
話
を
は
じ
め
、
名

前
や 

趣
味
な
ど
の
自
己
紹

介 

を
手
話
で
行
う
た
め
に 

必
死
で
覚
え
ま
し
た
。

　

立
春
が
過
ぎ
、
寒
い
中
に
も
春
の
気
配

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
福

祉
科
三
年
生
は
「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
」

の
受
験
が
終
わ
り
ま
し
た
。
試
験
に
向
け

て
冬
休
み
中
も
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

猛
勉
強
の
毎
日
で
し
た
。
よ
い
結
果
が
届

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
三
月
に
卒
業

を
迎
え
る
福
祉
科
十
期
生
は
、
こ
れ
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
方
に
恩
返
し
で
き
る
よ

う
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

一
月
二
十
二
日
（
木
）
一
年
生
全
員

が
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
「
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
開

始
早
々
、
雨
が
降
り
始
め
た
の
で
、
実
施

で
き
る
か
ど
う
か
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
雨
の
中
こ
の
日
を
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
っ
た
お
家
の
方
を
思
う
と
、

寒
さ
や
冷
た
さ
を
忘
れ
て
ス
コ
ッ
プ
の
手

を
動
か
し
ま
し
た
。
男
子
生
徒
が
普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
力
を
発
揮
し
て
雪
寄

せ
を
頑
張
る
姿
に
も
驚
き
ま
し
た
。

今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て

福
祉
科
で
学
ん
で

◇
国
家
試
験
ま
で
と
に
か
く
勉
強
し
た
。朝
一
番    

　

に
学
校
へ
行
き
遅
く
ま
で
勉
強
し
た
こ
と
は

　

自
信
に
つ
な
が
っ
た
。ク
ラ
ス
み
ん
な
で
最
後

　

ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

　

た
と
思
う
。      　

           （
大
川　

千ち
ひ
ろ尋
）

◇
模
擬
試
験
の
度
に
成
績
が
な
か
な
か
伸
び
ず

　

に
諦
め
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。励
ま
し
て
く

　

れ
た
友
達
と
、何
度
も
繰
り
返
し
指
導
し
て
く

　

れ
た
先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

　

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。　
　
　

  （
黒
﨑
ま
ど
か
）

◇
希
望
の
施
設
に
就
職
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り 

　

嬉
し
い
。こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
ま
で

　

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

　

い
と
思
う
。　
　
　
　
　
　

  （
齊
藤
紗さ
　
や
　
か
矢
香
）

◇
福
祉
科
で
三
年
間
学
ん
だ
こ
と
が
自
信
に
つ

　

な
が
っ
て
い
る
。今
後
は
利
用
者
さ
ん
の
気
持

　

ち
を
理
解
し
な
が
ら
福
祉
の
仕
事
に
関
わ
っ

　

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　

  （
照
井　

沙さ
　
き樹
）

◇
支
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
こ
の
三
年
間
で
学

　

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。初
心
を
忘
れ
ず
に
さ
ら
に

　

知
識
と
技
術
を
深
め
利
用
者
に
寄
り
添
っ
て

　

い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

  （
戸
沢　

美み
　
ほ穂
）

◇
試
験
が
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
、不
安
で
自
信

　

を
失
い
か
け
た
時
、
先
生
が「
や
っ
て
き
た
こ

　

と
が
自
信
だ
」
と
い
つ
も
励
ま
し
た
く
れ
た
。

　

繰
り
返
し
勉
強
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

　

て
実
感
し
た
。    　
　
　
　

 （
冨
岡　

真ま
　
い衣
）

◇
施
設
実
習
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
難

　

儀
し
た
が
、利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
が
福
祉
の
仕

　

事
に
就
く
こ
と
を
決
め
さ
せ
て
く
れ
た
。こ
の

　

ク
ラ
ス
の
お
か
げ
で
国
家
試
験
に
臨
む
こ
と

　

が
で
き
た
と
思
う
。試
験
を
前
に
ク
ラ
ス
の
気

　

持
ち
が
一
つ
に
な
り
、さ
ら
に
強
い「
仲
間
」に

　

な
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
。

（
耕こ
う
た田　

友と
も
き紀
）

宣誓式施設ボランティア大曲養護学校交流会施設実習

1年生ガイダンス美郷町総合防災訓練中学生体験入学東北地区介護技術コンテスト

〜 

福
祉
科
三
年
生 

〜
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今
年
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
風
邪
が
流
行
っ
て
き
ま

し
た
。

 

予
防
接
種
を
受
け
て
い
て
も
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
。
予
防
と
し
て
、
基
本
の
手
洗
い
・

う
が
い
の
他
、マ
ス
ク
の
活
用
や
、ま
た
、

疲
れ
を
溜
め
な
い
よ
う
、
早
め
の
就
寝

な
ど
心
が
け
て
、
病
気
に
負
け
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 　
　
（
Ｙ
・
Ｔ
）

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
香
典
返
し
等
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
忌

明
け
・
快
気
祝
い
ハ
ガ
キ
の
作
成
を
無

料
で
承
り
ま
す
。

　

文
面
や
枚
数
に
つ
い
て
ご
希
望
に
応

じ
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
の
作
成
を

　
　
　
　
　

無
料
で
承
り
ま
す

※
受
付
順

（
平
成
26
年
12
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
27
年
１
月
31
日
受
付
分
）

■
物
品
寄
付

千
屋
北
部 

　

細
井　
一
春　

様

　
　
　
　
　
　
（
紙
オ
ム
ツ
）

佐
野 　
キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
乳
製
品
）

御
前　
　
　
　

佐
藤　

武
毅　

様

　
　
　
　
　
　
（
紙
オ
ム
ツ
）

千
屋
中
部　
　

髙
橋　

勝
子　

様

  

（
紙
オ
ム
ツ
、経
口
栄
養
剤
）

■
一
般
寄
付

雁
の
里
農
産
物
直
売
組
合

　
　
　
　

ま
ご
こ
ろ
ハ
ウ
ス 　

様

よ
ね
や
株
式
会
社　

様

■
香
典
返
し

川
原
・
谷
地
川　

藤
田　

昌
巳 　

様

千
屋
北
部　
　

細
井　

一
春　

様

安
城
寺
下　
　

藤
原　

郁
弥　

様

千
葉
県　
　
　

相
澤　

牧
子　

様

　この福祉だよりは、各家庭へ配布する
際、各地区の福祉委員を通じて配布してい
ただいております。地区によっては行政協
力員を兼ねている福祉委員も多いことか
ら、配布の負担が少なくなるように（二度
手間にならないように）するため、町のお
知らせ版（15日発行）に合わせて偶数月の
15日に福祉だよりを発行しています。
（配送状況によって前日または翌日になる
場合あり）
　４月から福祉委員が交代す
る地域は、引き継ぎの際に以
上のことにもご留意いただき
ますよう、よろしくお願いし
ます。
（３月に交代届の用紙を発送
します。）

　美郷町社会福祉協議会では「心の健康づく
り・自殺予防対策」として地域社会全体で悩み
を抱える人に対し、支援できる体制を整えてい
くことを目的に講演会を開催します。どなたで
も無料で参加できますので、興味のある方は是
非ご参加ください。
（事前の申し込み等は不要です）

　★と　き：平成27年２月27日（金）
　　　　　　午後２時～３時30分
　★ところ：みさと福祉センター　集会室
　　　テーマ　「～すこやかに生きぬく～
　　　こころが決める認知症の予防と早期発見」
　　　　講　　師　秋田県立脳血管研究センター
　　　　　　　　　  神経内科学研究部
　　　　　　　　　　　部　長　長田　乾

けん

　氏
　　　【問い合わせ先】美郷町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ 0187-85-2294

傾聴ボランティア
講演会を開催します

行政協力員を兼ねている
福祉委員へお願い

土
崎
南
部　
　

髙
橋　
　

彦　

様

佐
野　
　
　
　

大
坂　
　

勉　

様

御
前　
　
　
　

佐
藤　

武
毅　

様

上
石
神　
　
　

加
藤　
　

廣　

様

第
一
暁　
　
　

煙
山　

忠
夫　

様

黒
沢　
　

高
階
佐
五
右
ェ
門　

様

本
田　
　
　
　

小
林　

正
喜　

様

駅
前　
　
　
　

照
井　
　

治　

様

一
丈
木　
　
　

斉
藤　
　

実　

様

元
本
堂
北
部　

齊
藤　

峰
明　

様

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
寄
付
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意
の

金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に

対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※歳末募金にご協力をいた
　だいた団体・個人につき
　ましては３面に掲載して
　います。


